
 

コース ３４ 一切経山
いっさいきょうやま

と五色沼
   ごしきぬま

 
リーダー   ＣＬ K/T       ＳＬ M/T 

実 施 日  平成 26 年 10 月 19 日（日）快晴 

参 加 者  ２０ （男性 ７  女性 １３） 

グレード  Ｃ 

コースポイント  

ポイント  到着時間  出発時間  備  考  

秋葉区役所前    5：50  阿賀野川沿いに猛烈な霧、好天と予想させられる  

浄土平 P  8：25  8：35  磐梯山 SAで靴履替。噴気を上げる一切経山の雄姿に写真タイム  

一切経山  10：25  10：35  酸ヶ平を見下す眺望で写真。山頂では“魔女の瞳”バッチリ  

五色沼  11：05  11：15  ザレ、ゴロ石帯を慎重に下り、五色沼は違った様相  

家形山展望所  11：40  12：40  五色沼越しに一切経山。この風景は、いつまでも見飽きない  

太根森  13：15  13：25  ザレと樹林帯を繰返し、迷いやすい所  

賽ノ河原  14：45  14：50  太根森から坦々と来た道が、岩石交りで溝状の道。歩きにくい  

不動沢 P  15：25  16：00  ここから、天狗の庭にかけて紅葉は盛りを少し過ぎていた  

湖見峠展望所  16：35  16：45  夕陽を受けた安達太良連山と磐梯山の眺望が素晴らしい  

秋葉区役所前  19：15    磐梯山 SA は改修中。完成が楽しみ  

 

山行等概要（幹事のコメント）  

• いつもながら、山行実施段階で悩まされるのが当日の天候。今回も、当初計画の 17 日（金） 

は週間予報が出てから、この日だけが終始、雨・曇りマーク。そこで、変更したのが、  

19 日（日）。  

• 今回の山行の狙いは、一つは家形山からの五色沼と一切経山の展望。もう一つは、下山口の不動

沢や、一切経山東斜面の赤ガレと紅葉だった。もともと 17 日でも紅葉は遅気味だったが、更に 

19 日と後ろへ送ることで紅葉の方はかなり進んでいるだろうと予想した。その予想どおり、紅

葉は最盛期を過ぎていたが、その代わり、五色沼を上からと真横から、約４分の 3 周方向から、

じっくりと眺め楽しむことが出来た。  

• 当初担当者の念頭にあまり大きくなかった、◦浄土平から直ぐの、一切経山と吾妻小富士の眺望

◦酸ヶ平上方からの大眺望（酸ヶ平～鎌沼の湿原、東吾妻山～磐梯山の山岳展望） ◦西大巓～家

形山の大展望◦磐梯吾妻スカイラインの猪苗代町側の中腹の紅葉や、安達太良～川桁山塊、磐梯

山の山岳展望等、今回の山行コースの魅力を余すところなく味わい楽しむことが出来たと思って

いる。  



 

• 17 日の当初計画では参加予定者 30 名のところ、期日変更で 10 名減少、その後プラス・マイ

ナスあって結局 20 名での実施となった。残念ながら参加できなかった 10 名の方々には大変申

し訳ありませんでした。  

• 期日変更の実施は担当者の労力、苦労には大変なものがあり、また参加予定者の皆さんの協力あ

っての賜でもあります。ただ言えることは、そう度々出来ることではないことをつくづく実感し

た次第です。  

• コースポイント中の「太根森（現地では大根森）の標識板は、2 年前の下見の時は  

「追分」とあり、下見の時は”地図と合わないな”と不思議に思っていた。今回、そこに 

「太根森」の標識板が立てられており、「追分」の標識が「家形山避難小屋」分岐に移されたの

をみて、これでようやく地図と現地との標識が一致し、合点することが出来た。  

  

 

  

家形山展望所から”魔女の瞳”と言われている五色沼と一切経山をバックに。  

    

そこでは、紅葉はもう終わっていた。  
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